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2020 年 9 月６日 

小原流神戸支部 専門教授者 各 位 

小原流神戸支部 

支部⾧ 芦田 豊陽 

支部行事再開と研究会の公休対応について 

初秋の候、いつも支部活動にご協力頂き有難うございます。本年度は新型コロナ感染症に配慮して、３月 
より支部活動を自粛してまいりましたが、9 月の専門教授者研究会より順次支部行事を再開させて頂きたいと 
存じます。ご出席の場合は体調に十分ご留意の上、下記をお読みいただいてのご参加、ご協力よろしくお願 
い致します。状況次第では、再度延期・中止させて頂く事もございますが、ご了承下さい。  
生徒の皆様へのご連絡もよろしくお願い致します。 

記 

《研究会時の支部の取り組み》 
＊役員は当日検温し、体調管理に留意いたします。マスクを着用し受付にビニールカーテンを設置致します。 

＊館内に消毒液の設置・注意喚起の表示をし、教室の出入り等が、密にならない為の誘導に努めます。 

＊会場では 1 人 1 テーブルとし、毎時間終了ごとに机・椅子の消毒をし、窓や扉を開け換気に努めます。 

＊密を避けるため寸評はいたしません。 また、入室は受講者のみといたします。 

＊当日、優秀賞は発表だけ行い、賞状は次回研究会渡しとさせて頂きます。 

 

《会員の皆様へのお願い》 
＊当日朝、各自検温頂き 37℃以上の発熱や咳等の症状がある場合、受講はご遠慮ください。 
＊館内では、手の消毒・マスクの着用・熱中症予防の水分補給をお願い致します。 
＊受付等の共有スペースの利用・滞在は必要最小限にとどめ、会話もお控えください。 
＊使用済みマスクは、必ずお持ち帰り下さい。 
＊残花・ゴミ等各自出来る限りお持ち帰り下さい。 ご理解頂きましてご協力の程お願い致します。 
 
《本年度支部研究会における年度賞・家元賞・皆勤賞の公休措置 (本部ガイドラインより)》 
１．対象者 
 支部研究会が開催されたが、コロナウイルス感染拡大の危険性の観点(本人の不安・勤務先からの指示・ 

家族の反対等)から、やむなく出席を見合わせた方。 
あるいは、コロナウイルス感染症に見られる症状があるため、出席を自粛された方。 

２．公休の扱い 
 開催された研究会は出席していないが、皆勤中であることの履歴は継続とする。 

支部表彰の際の皆勤履歴を継続とする。 
３．年間優秀賞における公休の扱い 
 この公休は、年間優秀賞・努力賞の皆勤要件として扱う。 

ただし、作品の採点が出来ないため、年間優秀賞の点数として当然計上しない。 
年間優秀賞の点数計算は、出席・採点された点数を出席回数で割ることで算出する。 
今年度、１度も出席できずすべて公休となる方については、点数が存在しないので努力賞とする。 

 

以上 


